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ＮＰＯ ３年目を迎えて 
特定非営利活動法人いきいきまちだ 

会長 向 井 弘 善 
１．総会を祝す 
『NPO いきいきまちだ』として 3 回目の総会を迎えました。 

新緑を渡る 5 月の風のように爽やかな、希望に満ちた気分で皆様とともに総会をお祝いすることができるのは

何よりの喜びです。 
２．いきいきまちだの新生面を拓く 
昨年度は、雑木林の保全管理業務に加え、市から新しい２つの業務を受託することができ当会の活動に新し

い 1 ページを残すことができました。１つは公園雨水排水の清掃業務であり他の 1 つは埋蔵文化財関係調査

資料関連業務です。何れも、いきいきまちだにとっては初めての業務受託ですが前々から当会のケーパビリテ

ィーを PR している中から結実したものです。公園の排水清掃業務は、高圧洗浄を含む業務遂行能力が認めら

れたものであり、考古資料関係は会員に学芸員や業務関係の経験者を多数有していることから、いきいきまち

だが選ばれたものです。 
上記の受託事業のほか町田市の主催で行われた「谷戸山管理技術者養成講座」へは 5 名の講師を派遣しました。

この養成講座は今後も継続して行われ、谷戸山管理技術の維持向上だけでなく人材のネットワーク作りが期待

される重要な分野です。 
３．多彩な活動の中から新しい芽生えが 
その他 2004 年度の活動を見ると、図師坂下日影公園の整備と自然観察会、落ち葉かきと堆肥作り、様々な

野菜や小麦を収穫した農業体験、さくらまつりやわいわい祭への出店、更に筍掘り、餅つき及び自作の小麦で

作った地うどんを食す会などの内部イベントも楽しい思い出となりました。 
こうした様々な活動を展開してきましたが 
１）自然保護と人と自然の交流など会の基本理念に沿った本来の活動 
２）上の活動を行うための経済的基盤を作るための活動 
３）会を円滑に維持運営するための親睦・交流活動 
の三者が入り乱れていてまとまりのない活動だった一面もあります。 
これは親睦を中心とした任意団体からNPOとして社会的な信用を基盤とした組織活動へ脱皮しつつあること

を示しています。 
４．力を結集して更なる前進を！ 
昨年度の活動により会員数及び経済基盤は格段に強化されましたが独立した事務所を構え、専任者がいて日

常の事務作業が遅滞なく行われているという体制にはまだ程遠いものがあります。この点から、独立した法人

としてはまだ一人前とはいえません。 



 
しかし、過去 2 年間の会員の皆さんのご尽力のお陰でいきいきまちだも NPO として組織基盤や経済基盤が整

いつつあります。今まで経済力や組織力がないためできなかった活動ができるようになってきています。 
生みの苦しみや脱皮の難しさから抜け出て一人前のNPO法人として羽ばたくのも時間の問題だと思われます。 
本年度も、力を結集して更に前進しようではありませんか 

 特定非営利活動法人いきいきまちだ 主な活動記録と予定 

2004 年     

4 月 3～4 日  土日  「2004 まちださくらまつり」に出店 【尾根緑道】 

4 月 11 日 日  筍堀り 【小野路・古賀さん】 

4 月 24 日 土  健鹿ハイキング支援（ハイキング同好会） 【えびね苑～小野路】 

5 月 30 日 日  第２回総会  

6 月 13･16 日  日・水  畑作業（麦刈り他） 【小山田農地】 

6 月 25･26 日  金・土  炭化装置のメーカー・サーマルの見学会【栃木県】  

7 月 19 日 日  野菜の試食・販売会【木曽・石川さん】  

7 月 28 日 水  畑作業（落葉の堆肥を畑に移動〉 【小山田農地】  

8 月 22 日 日  公園の整備と自然観察会【図師坂下日影公園】  

9 月 19 日 日  わいわい祭に参加 【芹が谷公園】 

11 月 14 日 日 子ども自然観察会【図師坂下日影公園】     

12 月 19 日 土 落葉かきとササの除去【図師坂下日影公園】  

12 月 25 日 土 餅つき【木曽・石川さん】  

2005 年     

1 月 6 日 木  「埋蔵文化財関係調査資料改変作業」受注 

1 月 23 日 土  さがみ事務所開毀・新年会  

1 月 24 日 月  「市立公園雨水排水清掃業務委託」受注  

2 月 8 日 火  「雑木林保全管理業務委託」受注  

2 月 26～27 日  土･日  谷戸山管理技術者養成講座」へ講師派遣【七国山】  

3 月 19 日 土  竹の伐採【小野路・古賀さん】 

3 月 20 日 日  じやがいも植付け 【小山田農地】 

3 月 26 日 土 地うどんと下仁田ネギを食する会【木曽・石川さん】  

4 月 2～3 日  土･日  「2005 まちださくらまつり」に出店 【尾根緑道】 

5 月 8 日 日  古代米種まき 【小山田農地】  

5 月 15 日 日  公園整備：外来植物除去【図師坂下日影公園】   

5 月 28 日 土  第３回総会 

6 月 19 日 日  畑隣接地竹伐採、さつまいも植付け、懇談会 【小山田農地】 

9 月－日    大根種まき 【小山田農地】  

9 月～   里山管理技術者講習会(3～4 回〉 

10 月 23or30 日  日  公園の整備と自然観察会 【図師坂下日影公園】  

11 月 14 日 日  芋掘り 【小山田農地】  

12 月－日 - 公園整備：落葉かきとササの除去【図師坂下日影公園】  

12 月－日 - 餅つき【木曽・石川さん】   

  畑作業：随時 



 
活動のアルバム（ホームページより抜粋） 

 
初めての麦刈り 2004.6.16 
麦刈り作業中。もうサツマイモが植えられていま

す。２列ずつ刈り取って揃えて置いていきます。「土

の中で切るのだ」と指導されました。 
時期が少し遅れて、畑にだいぶ蒔いてしまいまし

たが、６０kg くらいの収穫があり、粉にして後日

うどんやパンを試作しました。 
 
 

 
野菜試食会 2004.7.19 

収穫した麦が粉になりました。30kg の麦から 20kg 
の粉ができました。早速、うどんを作って食べてみよう 
ということになり、試食会を開きました。 
 陶芸の得意なＨさんは粘土とはコネ方が違うと怒ら

れたり、高温で生地が柔らかくなって苦労したり、貴重 
な体験を重ねました。畑の産物から天ぷらも揚げました。 
 食べるごとに、話すごとにＮＰＯの今後についての意

見も飛び交いました。 
 
図師坂下日影公園で伐採作業 2004.8.22 
 公園内にササが茂ると他の植物の生育が阻害さ

れ、若い木も育たなくなってしまいます。今後、こ

の公園を利用してイベントを開催するためには、多

様性を持った樹林を作らなければなりません。 
 公園内には倒木もあり、それを利用して枠を作り、

落葉を集めました。カブトムシが増えてくれないも

のかと期待しています。 

 
わいわい祭 2004.9.19 
 今年の小麦で作った“ニューカステラ”、“ニュードー

ナツ”をはじめ、サツマイモや小麦粉、キュウリの漬け

物など、さらにハーブ石けんや竹炭などを販売しました。 
 前々日にはカステラを、前日にはドーナツを作りまし

た。良いものを作ろうとすると材料に費用がかかる。売

値から計算すると費用はかけられない。どちらをとるか

難しい問題です。「武士の商法」も勉強です。 
 



 
自然観察会 2004.11.14 
 初めての試みで、子ども達を対象にした自然観察会

を図師坂下日影公園で行いました。 
 まず芋掘りからスタート、イモをフォイルに包んで

たき火の中に入れ、焼けるまで自然観察に出発。カブ

トムシの幼虫を、前に作った枠の中に放したりしまし

た。 
 焼き芋とすいとんでお腹が一杯になったら、画用紙

に穴を開けて落葉を貼り付けてお面づくり。そして、

竹とんぼや竹馬を作って遊びました。 

恒例の餅つき大会 2004.12.25 
 今年も賑やかに年納めの餅つきをしました。国士

舘大学に在籍する中国からの留学生が二人参加して、

図らずも国際交流の場となりました。 
 文化には細かいところまで先人の知恵が詰まって

います。一つずつ読み解きながら若い世代につない

でいく、そういうこともＮＰＯとして大切な役割な

のではないかと改めて感じさせられた一日ともなり

ました。 
 

さくらまつり 2005.4.2～3 
 予報に反して２日とも好天に恵まれました。肝心の

サクラは探すと一つ咲いている程度でした。 
 メニューは焼きそばと水あめ。制限があり苦心の選

択でした。後は野菜とダリア園から委託された花。竹

炭が並べられなかったのは残念でした。水あめは子ど

も達に大人気、しばしば行列ができて係は休むヒマが

ないほどでした。 
 こういうイベントを「いきいきまちだ」のＰＲもす

る場にはどうしたらよいでしょう。 

古代米の種まき 2005.5.8 
 古代米の種をいただいたので栽培してみることに

なりました。今回は陸稲としての栽培です。 
 農作業はノウハウがぎっしり詰まっていて、先生

からきびしく指導を受けました。ゴルフと同じくス

タンス、クワの向き、力の入れ方、土の被せ方など

など、一つ一つ理のかなったやり方があるのです。

右利き、左利きなども言っていられない、奥の深さ

を感じました。 


